
活性汚泥用COD処理剤

CO-100

微生物で微生物で
CODを分解CODを分解

アクアスデシオCO-100の微生物活性物質が曝気
槽の微生物フローラ※のバランスを改善し、難分
解性のCODを分解する能力を向上させます。さ
らに活性汚泥の処理能力が安定するため、処理
水質が向上し、処理能力を増強します。
※微生物フローラ：  多種類の微生物が生息する生態系。この微生物の多

様性が活性汚泥法の処理の安定性あるいは処理性能
を維持するために極めて重要な役割を担っています。

微生物で微生物で
CODを分解CODを分解

1. 活性汚泥によるCODの高度処理
従来は不可能と考えられていた難分解性CODを安定して処理することができます。
2. 処理水の着色低減
お茶やコーヒーなどの難分解性CODによる処理水の着色が少なくなります。
3. 曝気槽での発泡、スカム発生、処理水の濁りの防止
微生物フローラのバランスを整え、活性汚泥フロックの状態を改善します。
4. 活性汚泥処理の安定化と能力増強
微生物フローラの多様性が安定して維持されるため、活性汚泥処理の性能が安定します。
5. 工場の立上げや定修、長期休暇明けの立ち上がり改善
工場の立上げや設備の長期休止後は微生物フローラの多様性が失われていることが多く、微生物フローラの多様性を
改善することによって処理が改善されます。
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製造品目 処理水量（m3 /日） 添加量（mg / L）
COD処理効果の比較（活性汚泥処理水のCOD値）
添加前（mg / L） 添加後（mg / L）

化 学 500 30   76   49
化 学 繊 維 800 15 170 130
染色・精練 2,800   5 110   61

製造品目 処理水量（m3 /日） 添加量（mg / L）
沈降性改善効果の比較

添加前SVI 添加後SVI
板 紙 5,000 15 150   60
飲 料 3,000   2 240 140

●化学工場 ●製薬工場 ●染料工場 ●板紙工場 ●食品工場

●飲料工場 ●醸造工場 ●機械工場 ●印刷工場 ●石油精製工場

●化学繊維工場 ●合成繊維工場 ●紙・パルプ工場 ●古紙再生紙工場 ●染色、精練工場

●洗毛、撚糸工場 ●メッキ表面処理工場 ●その他有機性排水

標準使用方法 外観 かさ比重 荷姿

CO-100

①初回投入
原水量に対して50～200mg/Lを曝気槽に直接投入

②継続投入
原水量に対して2～20mg/Lを毎日曝気槽に直接投入

暗灰色粉末 0.6 15kg紙袋

効果

対象排水

製品




